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「大学公開講座」を ZOOM 併用で開催（12 月）、また 2021 年 2 月には「日進市大学連携講座」を
ZOOM ライブ配信方式で開講しました。SLC（サービスラーニングセンター）においては 9 月と 12




















2021 年 7 月 21 日 
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 第 1 回 
1. 地域連携推進研究機構年報について 
 第 2 回 
1. 学外からの施設利用申込みについて 
 第 3 回 
1. 2020 年度地域連携推進研究機構年報第 2 号の編集方針について 
 第 4 回 
1. 2020 年度地域連携推進研究機構年報第 2 号発刊の編集委員会設置について 
 第 5 回 
1. 2020 年度地域連携推進研究機構年報第 2 号発刊について 
2. 2021 年度 SL センター「ボランティアスキルアッププログラム」について 
3. 2021 年度日進市大学連携講座の開催計画について 

























2020 年 12 月 12 日（土）、ヒューマンケア学部子どもケア学科の黒田美保客員教授による公
開講座を開催した。講座テーマは、「子育ての魔法を学ぼう！」で、新型コロナウイルス禍の中、
本学を会場とした対面講座に加え、ZOOM ウェビナーを利用したオンライン配信も行った。 









2021 年 2 月 13 日（土）、看護学部看護学科の穴井美恵教授による公開講座が日進市大学
連携講座として開講された。講座テーマは、「噛む力で健康長寿を目指しましょう！―生活習





























1.  活動概要（2020 年 3 月〜2021 年 5 月） 
 
2020 年 
3 月 7 日 遊びの交流会 名古屋学芸大学 3 名 
4 月 愛知県に緊急事態宣言が発布される（4 月 16 日から 5 月 25 日） 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため学生自宅待機 
5〜7 月 学生自宅学習（遠隔授業） 
8 月 愛知県に緊急事態宣言が発布される（8 月 6 日から 8 月 24 日） 
9 月 学生対面・遠隔授業 
9 月 19 日 防災人材育成プログラム 災害エスノグラフィー  
名古屋学芸大学 141 教室 
学生 5 名 職員 1 名 一般 8 名  
合計 14 名 
10 月 3 日  ぼうさいこくたい 2020  
名古屋学芸大学 124 教室 学生 5 名 
11 月 28 日 防災人材育成プログラム  DIG   
名古屋学芸大学 621 教室 
学生 7 名 職員 1 名 一般 11 名  
合計 19 名 
12 月 学生対面・遠隔授業 
1 月 愛知県に緊急事態宣言が発布される（1 月 14 日から 3 月 7 日） 
2 月 27 日 おいでよ！こどものまち 4 名 
3 月  7 日 グランドソフトボール練習会の補助 2 名 
14 日 マラソンフェスティバル  19 名 
 
2021 年 
4 月 SL センターHP にスキルアップ講座等を新設 
ボランティアの意欲を向上させる機会を提供 
5 月 愛知県に緊急事態宣言が発布される（5 月 12 日から 6 月 20 日） 
30 日 やろまいか！ 愛・地クリーン作戦 ボランティア 11 名 











3. 学生の SL 登録・参加概要 
 
（１）SL 登録状況 
2020 年度の SL(ボランティア)登録状況を表１に示す。在籍者数(3,036 人)に対し、
登録学生は 911 人(30％)だった。 
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SL 新規登録者数の推移（2018〜2020 年度）を表 2 に示す。 
 






ファッション学科 10% 看護学科 1%
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図３に 2018〜2020 年度のボランティア要請件数に対する派遣件数の割合を示す。 
 
 
   
2018 年度                    2019 年度                   2020 年度 
 










2018～2020 年度ボランティア派遣の種類とその概要を表 5-1〜5-3 に示す。 
 



























































表 5－2 2019 年度ボランティア派遣実績 
 
 






















































6． 2020 年度 SL 参加学生の体験報告（抜粋） 
 
(１)社会福祉（高齢者・障がい者・子ども等）系活動 

































































防災人材育成プログラム(DIG)： 管理栄養学科 2 年  


























 2019 年度末に、みなみそうま SL※視察を行い、2020 年度から実施予定だったが、新
型コロナウイルス感染拡大を受けて活動を休止した。 

















8． ぼうさいこくたい 2020 
 
 2019 年度の東北支援活動を、2020 年 10 月 4 日「ぼうさいこくたい 2020(オンライン)」
で報告した。報告は、活動報告の映像に加え、参加者からの質問に meet in を利用し
て回答を行うものであった。 
報告者は、復興・創生インターン(岩手県1人・宮城県1人)、みなみそうまSL（4人）。 
報告の詳細は以下の website を参照 




































































第 10 条 運営委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 
 一 機構長 
 二 副学長（教育・研究） 
 三 副機構長 
 四 各研究科から選出された教員 
 五 各学部及び教養教育機構から選出された教員 
 六 健康・栄養研究所長 
 七 子どもケアセンター長 
 八 産官学協同研究センター長 
 九 事務局長 
 十 事務局部長 











第 13 条 運営委員会の下に部会を置くことができる。 
２ 部会の構成及び運営は、機構長が運営委員会に諮って決定する。 
（事務） 





   附 則 





!"# $%&'( )* $%+,-. /012 34567



































































































































    職  名 氏   名 備 考 
機構長 岸 本   満 1 号委員 
副学長（教育・研究） 山 本 一 良 2 号委員 
栄養科学研究科 塚 原 丘 美 4 号委員 
メディア造形研究科 尹   成 濟 〃 
子どもケア研究科 福 井 義 浩 〃 
管理栄養学部 （塚 原 丘 美） 5 号委員 
〃 井 澤 一 郎 〃 
メディア造形学部 中 西 正 明 〃 
〃 柿 沼 岳 志 〃 
〃  錦 見 淳 子 〃 
ヒューマンケア学部 （福 井 義 浩） 〃 
看護学部 石 田 路 子 〃 
教養教育機構 （山 本 一 良） 〃 
健康・栄養研究所長 下 方 浩 史 6 号委員 
子どもケアセンター長 津 金 美智子 7 号委員 
産官学協同研究センター長 梶 田   渉 8 号委員 
事務局長 鈴 木   英 9 号委員 
事務局部長 松 浦 清 彦 10 号委員 
サービスラーニングセンター 石 原 貴 代 11 号委員 
地域連携推進研究機構 課長 水 野 美恵子 〃 
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